
これまで135 000m

3型LNG

船が主流であったが，輸送コスト削減の点からLNG船の

大型化が検討され1）， 2），最近では145 000m3型が建造され

るに至っており，これに伴い使用される鋼板も厚肉化し

ている。

　このように従来にくらべて低温靱性が必要であり，か



入熱溶接においてはこれだけでは十分でない。従来鋼に
大入熱溶接を適用すると，HAZ部は旧オーステナイト粒
界に沿って生成する粗大なフェライトと粒内に生成する
ベイナイト組織から形成され，低温におけるHAZ靭性を
確保することが困難であった。そこで，フェライトの生
成を促進するとともに，靭性劣化因子である島状マルテ
ンサイトやパーライトなどの第二相組織分率を低減する
ための手段として，炭素（C）量を低減することとした。
さらに，ボロン（B）を添加することで旧オーステナイ
ト粒界のフェライト生成を抑制し，粒内のフェライト生
成を促進し 7），フェライト組織を均一微細化することを
狙った。ボロン添加は，大入熱HAZ部の組織改善だけで
なく，低炭素化することによって生じる母材強度の低下
を補うことも念頭に置いたものである。
　しかし，このような手段を用いても従来の製造方法で
は強度低下を招くため，TMCP（Thermo Mechanical 



4．2　溶接性




